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短 報

帯広市 に お け る鳥獣類 に よ る樹洞利用 の 季節変化
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＊
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要　旨　村木 1尚子 ・柳川　久 （2006）帯広市 に お ける 鳥獣類 に よ る 樹洞利用 の 季節変化　樹木医学研究

10 ： 69〜71 北海道帯広市に お い て 森林性鳥獣類 に よ る 樹洞 の 利用実態 を 明 らか に す る た め に，利用種

お よ び 利用数 の 季節変化 を，一
年 を通 して 凵中と夜間 に 調査した．樹洞 の

一次生産者で あ るキ ッ ッ キ類

3種と，二 次利用者で あ る鳥類お よ び哺乳類 12種が確認 さ れ た．樹洞は，口中，夜間とも ほぼ
一

年を通

して 利用 さ れ ， 利用率が 最 も高 い 時期は 日中で 6月， 夜間で 7 月で あ っ た が，利用率 の 季節変化は 日中

と夜間で 同調 して い た．二次利用者鳥類に よ る利用 は繁殖期 （夏）に多 く， ア カ ゲ ラ，コ ア カ ゲ ラ，ゴ

ジ ュウ カ ラ お よ び エ ゾ モ モ ン ガ に よ る利用 は
一
年を 通 して み られ た．繁殖 の た め だ けで な く，ね ぐらや

休息 の た め に樹洞を利用す る種もみ られ ， 樹洞は多様な鳥獣類に よ っ て さ まざまな 用途 で 利用 さ れ て い

た．
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Summary 　Naoko 　Muraki ＊．＊＊
and 　Hisashi　Yanagawa ’

（2006）Seasonal 　change 　in　the　utilization

of 　tree　cavities 　by 　wildlife 　in　Obihiro 　City．　 Tree 　and 　Forest　Health 　lO ：69〜71　To 　determine
hQw 　forest　wildlife 　use 　trec　cavities ，　we 　investigated　seasonal 　changes 　in　species 　which 　used 　tree

cavities 　and 　the　numbers 　of 　tree　hollows　used 　in　the　daytime　and 　nighttime 　over 　a　year 　in　Obihiro
City，　Hokkaido，　Japan．　 We 　found　3　species 　of 　woodpeckers ，　which 　are 　primary 　producers 　of 　tree

cavities ，　and 　 l2　species 　of　other 　birds　and 　mammals ，　which 　are 　secondary 　users 　of 　the 　cavities ．

The 　 tree　 cavities 　were 　 used 　 both　 daytime　 and 　 nighttime 　throughout 　 rnost 　 of 　the 　year．　 The

highest　rates 　of　use 　were 　recorded 　in　June　in　daytime　and 　July　at 　nighttime ．　 AlthQugh 　seasonal

trends　were 　apparent ，　the　rates 　of　use 　were 　almost 　the　same 　between　daytime 　and 　nighttime 　in

each 　season ．　 Although　the　 rates 　of　use 　by 　sccondary 　 user 　birds　 were 　higher 　in　the　 summer

breeding 　 season ，　the　great　spotted 　woodpecker ，　lesser　spotted 　woodpecker ，　Eurasian　nuthatch ，
and 　Russian 　fiying　squirrel 　used 　cavities 　throughGut 　the　year ．　 Other　species 　were 　also 　observcd

using 　the　cavities 　for　roosting 　or　resting ．　 Thus，　different　wildlife 　 use 　tree 　 cavities 　in　 various

ways ．

Key 　words ：Obihiro　 City，　tree　hollow，　primary 　 cavity 　 ncster ，　secondary 　cavity 　user ，　 breeding，
　 　 　 　 　 　 roost

1． は じ め に

　樹洞 は林業や樹木治療の 立場か ら は ， 好ま しか らざ る

存在と考 え られて き た （安藤 2004）．一方 で ，さまざま な

動物が ，繁殖，ね ぐ ら，隠れ場所，冬眠 採餌，体温調

節な ど の た め に樹洞を利用す る （Thomas 　et　al．1979）．

樹木の 保全 と樹洞を利用す る 動物 の 保護 の 両立 を 図 る た

め に は，動物 に よ る樹洞利用 の 実態 を 明 らか に す る 必要

’
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図 1． 鳥獣類 に よ る 日中 と夜間の 樹洞利珊 率の 季節変化
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がある ． これ ま で の ところ ， わ が 国 に おける鳥 獣 類

よ る樹 洞 利用 の調査は， 繁殖期（Kotaka 　and 　Matsu

a2002 ） あ るいは 繁 殖期 を 中心 とした （柳川 ・村木20

） も のに 限 ら れており，繁 殖 以外 の 目 的での樹 洞 利

の 実 態 につい て は 不 明 な 点が 多 い．そこで，樹洞利

動物 保 護のための基 礎 資 料 を 得る こ とを 目的として

鳥獣 類 を 対 象とし ， ヨ中と夜 間 の 樹 洞
利

用 につ いて

年を 通 し て 調査し， そ の 季節

化 を 調 べ た ． 　　 　　　 　　 I

@調査地と方法 　北海道帯広市 の帯広 畜産大 学 周辺

存
在
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地や市街地 に 囲 まれ た 3 ヵ 所の 落葉広葉樹林で ，鳥獣類

に よ る樹 洞 の 利用 を調査 した．調査地 A は面積 5，1ha ，

優 占樹種 は カ シ ワ ，調査地 B は面憤4．1　ha，優占樹種は

ヤ ナ ギ 類，調査地 C は面積 1．lha ，優 占樹種 は ハ ン ノ キ

で あ っ た．

　調 査地 内 で 地 上 か ら高 さ 4m 未満 の 位置 に 樹洞を発

見 した樹木を標識 し，2003 年 6 月〜2004 年 5 月 の 各 月

上旬 と ド旬に，そ れ ぞ れ 日 の 出後 の 午而 （日中） と 日没

後 の 午後 （夜間 ） に樹洞 の 内部 を観察 した．鳥類 の 繁殖

期 で あ る 夏期 に は樹洞観察 カ メ ラ （HOGA 　PXll67SP ／l

L−5m ） を用 い，冬期 に は脚立 に 登 っ て 于鏡と 豆電球 で

τ 作 した 樹洞覗 き装置を用 い て 観察 した （村木 ら 2003）．

観察対象 と した 樹洞数 は 128〜140 で あ っ た，樹洞内で

鳥獣類を 確認 した 場合を 「利用 」 とした．

III， 結果お よび考察

　本調査地 に は，ア カ ゲ ラ DendrocoPos 　7na ／or （口絵写

真
一1），コ ア カ ゲ ラ D ．minor ．コ ゲ ラ ／）．　kiguleiの 3 種 の

キ ッ ツ キ類が 生 息 して お り，調査 し た樹洞 の 87，1％ は こ

れ らの キ ッ ッ キ類が繁殖や ね ぐ らの た め に 掘 っ た樹洞 で

あ っ た．こ れ ら
一

次生産者の ほか に 本調 査地に お い て 樹

洞利用が 確認 さ れ た 鳥類 （「 次利 用 者鳥類） は，キ ビ タ

キ Ficedul α n α rcissina ，ハ シ ブ トガ ラ Pants　Palustris，
ヒ ガ ラ P．ater ，シ ジ ュ ウ カ ラ P．　majc 　r，ゴ ジ ュ ウ カ ラ Sit−

ta　euroPaea ， コ ム ク ド リ SturnZtS　PhiliPPensisの 6種

で ，
一
一次利用者哺乳類 は カ グヤ コ ウ モ リ MV），OtiS　fraler，

ヤ マ コ ウ モ リNyctalus　aviator （口 絵写真
一2），ウ サ ギ コ

ウ モ リ Plecotus　auritus （口 糸会写真一3）， エ ゾ リ ス Sciu−

ru ．s　vulgaris 　orientis （口絵写真一4），エ ゾ モ モ ン ガ Ptero一

祝 ys　volans 　orii （LI絵写真
一5）， ヒ メ ネ ズ ミ APodemus

argenteus （口 絵写真
一6） の 6 種 で あ っ た．

　季節 に よ っ て 利用率 に 増減 が み られ た が，日中，夜間

と も
一一

年を 通 して 樹洞 は 利用 さ れ て い た （図
一1）．利用率

は 日中で は 6 月下旬，夜間で は 7月下旬 に 最 も高 く，冬

期 に む け て 減少 し，春 に か け て 増加 に 転 じ た．利用率 の

最 も高 い 時期は 目中と夜間 で 差が み られ た が，秋 か ら春

に か けて の 利用率 の 変化 は，日中と夜間で ほ ぼ 同調 して

い た．

　多 くの 二 次利用者鳥類 （キ ビ タ キ ，
ハ シ ブ トガ ラ， ヒ

ガ ラ ，
シ ジ ュ ウ カ ラ，コ ム ク ド リ） は繁殖の た め に 樹洞

を利用 し，そ の 利用 は 5 月 か ら 7 月 に か け て 確 認 さ れ

た．一方，一次生産者 で あるキ ッ ッ キ類と二 次利用者鳥

類の ゴ ジュウ カ ラ は，ね ぐ ら と して も樹洞を利用 し，こ

れ ら は留鳥 で あ る た め利用 が一・
年 を通 して 確認 さ れ た

（表
一1）．

　1甫乳類 で は， コ ウ モ リ類に よ る 利用が 7 月か ら ll月

上旬 に か けて 確認 さ れ た．こ の う ち カ グ ヤ コ ウ モ リと ヤ

マ コ ウ モ リで は 樹洞内で の 繁殖が 確認 さ れ た．エ ゾ モ モ

ン ガ に よ る利用 は
一

年を通 して確認 さ れ，樹洞 を繁殖用

に もね ぐら用 に も用 い て い た （表
一1）．

　 こ れ らの 結果 か ら，樹洞 の 利用者に は繁殖期の み 集中

的に利用す る種 と，　 年 を通 して普遍的に利用 す る種が

存在す る こ と が 明 ら か と な っ た， こ の よ うな鳥獣類が 生

息可能な環境 を 維持 す る た め，繁殖の た め だ け で な く，

ね ぐ らや休息の 場と して の 樹洞 の 有用性を評価 し， 総合

的 な価値を認識 した 上 で 樹洞木 が 保全 され る べ きで あろ

う．
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